


















































チュッチと聞こえた。当たり前だろう。ピロシキ 2 個と砂糖入り紅茶で 40
ルーブリ、邦貨でわずか 160 円である。何と貧しい昼食と言うなかれ。時々















らに 18～19 世紀の作家や学者の原稿の大コレクションなどがある。 




レーニン図書館は石造 4～5 階建て（地下も含む）の巨大な建物 3 棟か
ら構成されていて、地下鉄駅から地上に出ると巨大なドストエフスキー像
のある広場に面している。どれが本館でどれが別館なのか、私には分から
ない。3 棟のうち 1 棟が広い検索スペースと 3 つの大閲覧室およびマイク
ロ資料室、パソコン検索室、外国で出版されたロシア語図書閲覧室などを
擁する建物、次の 1 棟が事務管理棟で、ここで入館証を作ってもらえる。





































































































































昨年（2007 年）の 11 月に、また資料収集でモスクワを訪れた。もちろ
ん、レーニン図書館へ連日足を運んだ。昼食ももちろんビュッフェで取っ
た。カウンターの中のナジェージダさんは元気で、生真面目な表情で、私
がピロシキ 2 個と砂糖入り紅茶を頼むと、例のパダリー・チュッチュを言
ってくれたのだった。思わず頬が緩んでしまう。お願いします（パジャー
ルスタ）と言ってから、寂しくなったのは、カウンターの端に設置されて
いた生ビールのサーバーが撤去されていたことだった。 
 
